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探究的な学びの実践例

大阪私学教育情報化研究会事務局

アサンプション国際中学校高等学校

社会科・情報科・探究科 岡本 弘之

20190802関西教育ICT展
学びの基礎スキルを考える １．本校の探究科（週１時間）

カリキュラムデザイン
ＧＯＡＬ
・高３で国際問題について卒業論文を書く

国際問題の知識
（ＳＤＧｓ）

書くためのスキル
(ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙ)

知識を得る
課題を考える
情報を集める
情報を整理する

まとめる
発表する

探究的な学びとは？（黒上 2016） ※目標としたアカデミックスキル

知識を得る 講演 映像 本・Web 他者の考え

課題を考える 質問 論題・仮説の立て方

情報を収集 図書館の本 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 問い合わせ
ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ ｱﾝｹｰﾄ

情報を整理 ｲﾒｰｼﾞﾏｯﾌﾟ ﾌﾞﾚｰﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞ 思考ﾂｰﾙ
付箋・KJ法 ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ

まとめる 模造紙 レポート 作文・論文 新聞
ｸﾞﾗﾌ・表

発表する ｽﾋﾟｰﾁ ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ
ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ

これらの活動を意識して各授業のデザインをする
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授業概要についてはプリント公開中

• 情報科の授業アイデア（http://www.okamon.jp）内の
「総合学習の授業アイデア」のページへ

http://www.okamon.jp/tankyu/index.html情報科 授業 検索

情報科の授業アイデア
（http://www.okamon.jp）

２．授業デザインの工夫

• 個人 → 集団 → 個人 の流れで深く学ぶ

（例）話し合う＝個人で準備→交換→まとめる

（例）発表＝自分で発表→相互評価→振り返る

• 学びのしかけを作る

（例）意見を（書く）言うためにテキストを読む・調べる

• 生徒同士の学びの共有の中で学びを作る

（例）書き方・まとめ方の上手な例を紹介

（例）お互いの発表を見聞きする中で知識も増やす

先生からの学び
（ＩＮＰＵＴ中心）

発表するために学ぶ
友人の発表から学ぶ
やり取りで深める
（OUTPUT中心）

従来型 探究
３．成果と課題

• 授業デザインの転換
• 「教える」から「学びの場を作る」へ
• 個人→集団→個人 の流れ

• 教科横断的な学びがよい
• 各教科の学びにつながるスキル、各教科での知識

• 生徒はとにかく考える・書く・話し合う
• 話し合いの中で思わぬ発見も

• 教え込むより教師のスキル必要
• 生徒がのってこないと授業は成立しない！

• 評価が大変
• ルーブリックで細かく評価するしかない
• 評価がうまくいくとモチベーションアップに

http://www.okamon.jp/

